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　「史資料ハブ地域文化研究」プロジェクトでは、南アジアの諸言語による史資料の充実をひと
つの課題として、ヒンディー、マラーティー、マラヤーラムなどインドの主要言語史資料を重点
的に収集してきた。2003年度には、これらに加えて、佐藤宏（21世紀COEアドヴァイザー）収集によ
るベンガル語736点、英語297点からなるベンガル語地域の史資料合計1,033点を、COE費用を
用いて収蔵・整理した。また上記点数以外にも、主として1960年代後半から1970年代前半にか
けてカルカッタを中心に発行されていた政治週刊紙誌、雑誌類も製本のうえ収蔵されている。製
本後の合冊数で英語16冊、ベンガル語99冊となる。
　このうち、ベンガル語の史資料の多くは、1967年8月以降、主として1980年代までの期間の
収集にかかるもので、対象は西ベンガルのみならず、バングラデシュ（東パキスタン）にもまたがっ
ている。収集の分野としては政治史、社会経済史に集中しているのが特徴である。以下、ベンガ
ル語史資料のうちある程度のまとまった収集分野を中心に、インド、バングラデシュ（東パキスタ
ン）の政治史、社会史研究のうえでの利用可能性について紹介をおこないたい（ベンガル語資料の翻字
は原則的には米議会図書館方式に従うが、語末の短母音aは多くの場合省略している）。
1. ベンガル語史資料
1.1　東パキスタンの言語運動
　1952年2月21日のダカ大学における警官の発砲に端を発した、東パキスタンにおける全州的
なベンガル語国語化要求運動については、数多くの文献が東パキスタン、バングラデシュ時代を
通じて刊行されてきた。この分野では、もっとも基本的な文献であるBadruddin Umarによる3
巻の研究書、同じくUmarによる2巻の資料集を含め33点の資料が含まれている。
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1.2　バングラデシュ独立戦争および独立後のバングラデシュ政治
　1971年のバングラデシュ独立戦争に関する文献については、本誌掲載の独立戦争に関するオー
ラル・ヒストリー・プロジェクトの紹介を参照されたい。今回の収集のなかでは、バングラデ
シュ政府刊行による15巻の資料集（上記紹介参照）のほか、戦争参加者の記録、回想録、さらに広
く戦争下および独立後のバングラデシュ政治まで、135点のベンガル語文献が収集されている。
1.3　バングラデシュのイスラーム社会
　ベンガル語で出版されたイスラームに関する解説書27点のほか、歴史資料としては扱い難い
が民間伝承として興味あるスフィー聖者伝、ベンガルの各地方におけるイスラーム布教史、近代
におけるベンガル・イスラーム社会の宗教指導者、政治家、ムスリム地主（ザミーンダール）層の活
動、あるいは個人の伝記類など71点あまりが含まれる。
1.4　ベンガル地方史
　英領期からの、県（district）ないし県より小規模な地域を対象とする地方史文献は、その全体像
は必ずしも明確にされていないが、相当数の刊行が英領期以来なされていると考えられる（本誌、
第4号所収の鈴木喜久子氏による紹介参照）。この収集の中では、現在の西ベンガルからバングラデシュに
までまたがる地域史の文献が34点存在する。
　また、とくに植民地都市カルカッタに関するベンガル語文献が、この他に21点含まれている。
1.5　その他
　その他ある程度まとまった収集分野としては、ベンガルの民俗あるいはカースト史関連の史資
料（33、点数以下同じ）、バングラデシュ農村経済・農村行政関係資料（25）、パキスタン期の政治行
政資料（13）、ベンガル語によるベンガル経済史文献（10）、1943年のベンガル飢饉関係資料（飢饉
を主題とする小説を含む、16）などがあげられよう。
　収集者の専門分野のために、文学・語学系の収集は重点ではないが、19世紀以来の若干の文学、
特にムスリム文学者ではMir Mosharraf Hosenの作品など58点が収集されている。現代文学で
もカルカッタとダカの双方で刊行された86点が含まれている。
2. 英語史資料
　英語文献では、ベンガル経済史、植民地行政史にかかわる文献が中心である。この分野では、
19世紀以降の土地制度、農村経済が主たる分野であり、その他英系企業史などを含む130点あ
まりが収集されている。点数は少ないが若干特徴のある分野は、ベンガルの河川・漁業に関する
資料（13）、ベンガル飢饉を含むベンガルの疾病、医療に関する英文資料（30）などがある。ベン
ガルの民俗・カースト史に関しては英文でも25点の収集がある。また、バングラデシュの独立
戦争、独立後の政治・行政に関しては合計52点を数える。稀購本に属するものとしては、東京
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外国語大学図書館が第2版を所蔵するWilliam Carey編、Baptist Mission Pressによるベンガル
語・英語辞典の初版本（1801）がある。
3. ベンガル語定期刊行物*
　この分野での主な収集対象は、中断を挟みながら1967年3月から1970年3月の間に、二期に
わたって西ベンガル州において成立した「統一戦線（United Front）」政権期の左翼系週刊誌、ある
いは月刊誌である。独立後の国民会議派支配の本格的な動揺の始期としても、またインド共産党
（マルクス主義）［CPI-M］を中心とする左翼政党の進出、西ベンガル州北部での農民闘争を発端とす
るいわゆる「ナクサルバリ（Naxalbari）派」共産主義運動の誕生などに着目してみても、独立後イ
ンド政治史におけるこの時期の重要性は強調しすぎることはない。
　この時期、インドの共産主義運動は1964年の党分裂を通じてインド共産党［CPI］とインド共
産党（マルクス主義）が対峙し、さらに後者から「ナクサルバリ派」が離脱することによって大き
く三つの流れに分岐していた。「党」はそれぞれに機関紙誌となる刊行物を発行していたが、そ
の周辺で、おおよその帰属は推察できるものの、必ずしも「党」の公式の出版物とはみられない
数多くの出版物がカルカッタの左翼系書店や、露店の店頭を埋めていた。収集された資料は、お
そらく現在では入手困難であるが、この激動の時期を改めて考察の俎上に載せようとするときに
は、不可欠の素材となるであろう。
　もっとも継続的に収集されているのは、このうち西ベンガル州で最大の組織であった（その
後、これはより鮮明になるが）CPI-Mによる刊行物で、週刊機関誌であるDeśhitaishīは1967年から
1972年までがわずかの欠号はあるものの、ほぼ揃っている。その後の収集状況は思わしくな
く、1977-79の2年間がほぼ完備している程度である。同じく月刊誌Nandanは1966-1979の間
の収集がほぼ継続的に行われた（なお日刊紙のGanạśaktiはアジア経済研究所において、これも1967年以降継続
して収蔵されている）。CPIについてはその機関紙誌Kālāntar（日刊、週刊ともに同名）は収集していない
が、CPI系列にあると推察される月刊文化・文芸誌Paricay˙a（1950-59；1967-70）および月間理論誌
Muly˙āy˙an（1966-77）、週刊誌Saptāha（1968-70）などが収集対象である。なお、Paricay˙aは東京外
国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所が、主としてこれより以前のものを収蔵しており、今
回の収集はより新しい時期を補うものとなっている。「ナクサルバリ派」系列の刊行物としては、
インド共産党（マルクス・レーニン主義）［CPI-ML］の機関紙Liberation（1968-70）およびベンガル語誌
Kālpurūsh（1967-69）がある。
　こうした政治運動関連の文献には、この他にもビラ、パンフレット、ごく短期間に廃刊となっ
た雑誌、新聞類を含め、整理になかなかなじまない資料が数多く存在する。その保存は、個々の
研究者に任されているのが現状であろう。
［*収集・所蔵状況はここでは、詳細は煩雑となるので簡略化して紹介する。］
